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いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるよう、

高齢者やご家族の皆さんを、医療・保険・介護および福祉など、

さまざまな方面から総合的に支援します。　　高齢者の運転について
　高齢化率の上昇に伴い、高齢ドライバー数は近年著しく増加しています。高齢期における視覚、運動、認

知機能の低下は、運転技能の低下を招き、事故の危険性を上昇させます。

　高齢運転者の安全確保の対策として、2017 年３月に高齢運転に関する道路交通法が改正されました。具体

的には、70歳以上では高齢者講習が、75歳以上では認知機能検査が、運転免許の更新時に義務付けられました。

□ 認知機能検査の結果、「認知症のお

それ」と判定された場合には、医師

の診断書の提出が必要になります。

□ 医師の診断書の結果、「認知症あり」

とされた場合、免許の取り消しまた

は免許の停止となります。

【運転免許の自主返納制度について】

運転することに不安を感じて自信がなくなってきた、家族から「運転が心配」と言われた方には、運転免許

の取り消し（自主返納）という選択肢があります。

□ 運転免許を返納した方は、「運転経歴証明書」を申請

できます。「運転経歴証明書」は、公的な身分証明書

として使うことができます（銀行口座開設の際など）。

□ 運転免許返納に関するお問い合わせは、お近くの警

察署または運転免許センターにご連絡ください。

【相談窓口　～ 運転中止がうまくいかないとき ～】

家族の話し合いでは解決できない問題があるとき、あるいは、どうしてもご本人が運転中止を拒否するなど、

うまくいかない場合は、専門の機関に相談しましょう。

警察署
免許センター

●運転技能や運転免許など、運転にかかわる全般的なこと

病院、診療所
認知症疾患医療センター

●認知症のこと
●認知症の家族への接し方

介護福祉課
地域包括支援センター
ケアマネジャー　等

●移動・外出支援サービスのこと
●介護保険サービスのこと
●高齢者福祉サービスのこと

出典：「認知症高齢者の自動車運転を考える家族介護者のための支援マニュアル
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